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坂
田
隆
学
長
は
式
辞
の
中

で
、
学
校
法
人
専
修
大
学
共

通
の
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
「
社
会
知
性
の
開
発
」
を

掲
げ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
上
で
「
社
会
知
性
を
身
に

つ
け
て
、
社
会
で
活
躍
す
る

人
を
育
て
る
こ
と
が
石
巻
専

修
大
学
の
使
命
」
だ
と
述
べ

た
。さ

ら
に
「
社
会
知
性
に
は

『
地
球
的
視
野
』
が
必
要
」

だ
と
し
て
、
広
く
社
会
へ
の

関
心
を
持
つ
こ
と
の
必
要
性

を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
「
大

事
に
し
た
い
の
は
『
わ
か

る
』
こ
と
。
考
え
方
や
行
動

が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
わ
か

っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

一
つ
ひ
と
つ
の
講
義
の
後
、

毎
学
期
の
後
、
そ
れ
か
ら
大

学
を
出
る
時
に
『
私
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
た
だ
ろ
う

か
』
と
考
え
て
ほ
し
い
」と
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

学
校
法
人
を
代
表
し
て
日

髙
義
博
理
事
長
、
来
賓
の
土

井
喜
美
夫
石
巻
市
長
の
祝
辞

の
後
、
大
学
院
総
代
の
高
橋

裕
子
さ
ん
（
理
工
学
研
究
科

修
士
課
程
生
命
科
学
専
攻
、

本
学
理
工
学
部
生
物
生
産
工

学
科
卒
）
が
「
積
極
的
に
研

究
に
取
り
組
み
、
社
会
貢
献

で
き
る
人
に
な
れ
る
よ
う
努

力
し
ま
す
」
と
宣
誓
。

学
部
生
総
代
の
及
川
亮
さ

ん
（
理
工
学
部
情
報
電
子
工

学
科
、
石
巻
工
業
高
卒
）
も

「
自
覚
と
誇
り
を
持
ち
、
前

向
き
に
勉
学
や
研
究
に
励
み

ま
す
」
と
力
強
く
、
大
学
生

活
へ
の
決
意
を
述
べ
た
。

最
後
に
、
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
し
て
式
を
終
え
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
新
入

生
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
て
、
学

生
生
活
の
過
ご
し
方
や
、
資

格
取
得
講
座
の
案
内
、
保
護

者
で
組
織
し
て
い
る
育
友
会

の
紹
介
が
あ
っ
た
。最
後
に
、

佐
々
木
太
一
学
生
会
長
（
理

工
３
）
が
学
生
会
の
活
動
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
新
入

生
へ
祝
福
の
言
葉
を
述
べ
た
。

会
場
の
外
で
は
サ
ー
ク
ル

団
体
が
新
入
生
の
勧
誘
を
活

発
に
行
い
、
歓
迎
ム
ー
ド
に

包
ま
れ
て
い
た
。

医
学
博
士
。
東
北
大
学
大

学
院
理
学
研
究
科
磁
気
物
理

専
攻
博
士
課
程
中
途
退
学
。

９０
年
４
月
理
工
学
部
生
物
生

産
工
学
科
教
授
。
専
門
は
神

経
・
感
覚
生
理
学
、
生
体
工

学
。担
当
は
生
体
工
学
ほ
か
。

経
済
学
博
士
。
東
京
大
学

大
学
院
経
済
学
研
究
科
理
論

経
済
学
経
済
史
学
専
門
課
程

統
計
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
。
０５
年
４
月
経
営
学
部
経

営
学
科
教
授
。
専
門
は
統
計

学
。担
当
は
経
営
数
学
ほ
か
。

工
学
博
士
。
東
北
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
電
気
及
通

信
工
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
。
０６
年
４
月
理
工
学
部
情

報
電
子
工
学
科
教
授
。
専
門

は
情
報
科
学
。
担
当
は
情
報

シ
ス
テ
ム
概
論
ほ
か
。

博
士（
経
営
学
）。
立
教
大

学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博

士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
８９

年
４
月
経
営
学
部
経
営
学
科

助
教
授
。
９５
年
４
月
教
授
。

専
門
は
経
営
学
（
労
務
管
理

論
）。
担
当
は
経
営
史
ほ
か
。

４
月
１
日
付
で
新
た
に
就
任
し
た
理
工
学
部

長
（
再
任
）
、
経
営
学
部
長
、
理
工
学
研
究
科

長
、
経
営
学
研
究
科
長
が
就
任
し
た
。
任
期
は

２
０
１
１
年
３
月
ま
で
の
２
年
間
。

２
０
０
９
年
度
石
巻
専
修
大
学
入
学
式
が
４
月
４
日
、
本
学
体
育
館
で
行
わ
れ

た
。
今
年
度
の
新
入
生
は
理
工
学
部
１
７
２
人
、
経
営
学
部
２
８
０
人
、
合
わ
せ

て
４
５
２
人
の
学
部
生
、
大
学
院
修
士
課
程
と
博
士
後
期
課
程
が
１８
人
、
編
入
学

生
１１
人
を
含
め
、
合
計
４
８
１
人
が
期
待
を
胸
に
、
大
学
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。

本
学
は
３
月
１０
日
、
登
米

市
と
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。

今
後
、
両
者
が
持
つ
人
材
、

技
術
、
知
識
を
相
互
に
活
用

し
、
地
域
、
産
業
、
教
育
の

振
興
を
進
め
て
い
く
。

本
学
で
行
わ
れ
た
協
定
書

調
印
式
に
は
、
登
米
市
か
ら

布
施
孝
尚
市
長
ら
１０
人
が
出

席
。
坂
田
学
長
と
布
施
市
長

が
協
定
書
に
調
印
し
、
握
手

を
交
わ
し
た
。

協
定
書
に
は
、
地
域
産
業

の
活
性
化
、
人
材
の
育
成
・

技
術
等
の
調
査
研
究
に
関
す

る
こ
と
な
ど
の
連
携
事
項
、

こ
れ
ら
を
円
滑
に
進
め
て
い

く
た
め
の
「
連
携
協
力
推
進

会
議
」
の
設
置
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

今
後
、
小
・
中
学
校
と
の

交
流
事
業
、
登
米
市
の
産
業

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
子
ど

も
理
科
実
験
教
室
の
開
催
、

経
営
者
や
職
員
対
象
の
講
演

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

【
理
工
学
部
】

教
授
・
燃
焼
機
関
、
自
動
車

工
学
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど

助
手

今
年
度
は
理
工
学
部
に
１
人
の
新
専
任
教
員
を
迎

え
た
。
ま
た
、
助
手
１
人
も
就
任
し
、
４
月
１
日
現

在
の
教
員
数
は
１
５
７
人
（
専
任
９４
人
、
非
常
勤
６３

人
）
に
な
っ
た
。

理
工
学
部
情
報
電
子
工
学

科
の
佐
々
木
慶
文
准
教
授
が

３
月
１７
日
、
財
団
法
人
ト
ー

キ
ン
科
学
技
術
振
興
財
団

（
阿
部
博
之
理
事
長
、
仙
台

市
）
か
ら
第
１９
回
（
平
成
２０

年
度
）
研
究
奨
励
賞
（
貢
献

賞
）
を
受
け
た
。

受
賞
対
象
と
な
っ
た
の

は
、
「
高
精
度
画
像
照
合
法

の
提
案
と
組
込
み
ク
ラ
ス
タ

計
算
機
に
よ
る
実
現
に
関
す

る
研
究
」。

こ
れ
は
工
業
生
産
、
医

療
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど

幅
広
い
分
野
に
応
用
さ
れ
る

画
像
照
合
を
、
従
来
と
比
較

し
て
高
精
度
に
行
う
と
と
も

に
、
複
数
の
組
込
み
機
器
に

よ
る
実
時
間
処
理
の
実
現
を

目
指
し
た
研
究
。

同
財
団
は
宮
城
県
の
工
学

分
野
に
お
け
る
若
手
研
究
者

の
育
成
と
研
究
活
動
の
支
援

を
目
的
と
し
て
、
１
９
９
０

年
に
設
立
さ
れ
た
。
同
年
度

か
ら
毎
年
、
優
れ
た
研
究
者

に
奨
励
賞
と
し
て
賞
金
を
贈

っ
て
い
る
。

平
成
２１
年
度
み
や
ぎ
県
民
大

学
「
石
巻
専
修
大
学
開
放
講

座
」
（
主
催
∥
宮
城
県
教
育
委

員
会
、
共
催
∥
㈶
石
巻
地
域
高

等
教
育
事
業
団
）
が
５
月
１４
日

か
ら
７
月
３０
日
ま
で
の
毎
週
木

曜
日
、
全
１２
回
に
わ
た
っ
て
開

催
さ
れ
る
。

１９
回
目
と
な
る
今
年
度
の
統

一
テ
ー
マ
は
「
未
来
予
想
図
―

こ
れ
か
ら
の
世
界
、
そ
し
て
日

本
―
」
。
先
が
見
え
な
い
現
代

社
会
に
対
し
、
本
学
の
教
員
が

科
学
、
技
術
、
経
済
、
文
化
な

ど
、
各
自
の
専
門
分
野
に
つ
い

て
近
未
来
を
予
見
し
ま
す
。
な

お
、
１０
回
以
上
受
講
さ
れ
た
方

に
は
修
了
証
を
お
渡
し
し
ま

す
。※

受
講
無
料
。
各
回
の
テ
ー

マ
、
講
師
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
時
間
】午
後
７
時
～
８
時
３０
分

【
会
場
】４
号
館
４
１
０
１
号
教

室
（
駐
車
場
あ
り
）

【
対
象
】１６
歳
以
上
の
県
民
の
方

【
定
員
】２
０
０
人

【
問
い
合
わ
せ
先
】

石
巻
専
修
大
学
事
務
課

☎
０
２
２
５
（
２２
）
７
７
１
７

今
年
３
月
に
卒
業
し
た
理

工
学
部
機
械
工
学
科
の
野
田

貴
志
さ
ん
、
情
報
電
子
工
学

科
の
佐
藤
沙
希
さ
ん
が
、
専

門
学
会
賞
を
受
賞
し
た
。

野
田
さ
ん
は
「
Ｋ
―
１
キ

ッ
ト
カ
ー
の
性
能
向
上
」
を

テ
ー
マ
に
研
究
を
進
め
、「
日

本
機
械
学
会
畠
山
賞
」
を
受

賞
。
同
賞
は
全
国
の
国
公
私

立
大
学
お
よ
び
工
業
高
等
専

門
学
校
の
機
械
工
学
関
連
学

科
か
ら
人
格
、
学
業
と
も
優

れ
た
学
生
を
表
彰
す
る
。

佐
藤
さ
ん
の
研
究
テ
ー
マ

は
「
新
し
い
太
陽
電
池
用
材

料C
u
2Z
n
S
n
S
4

の
塗
布
法

に
よ
る
作
製
と
評
価
」
で
、

「
日
本
金
属
学
会
・
日
本
鉄

鋼
協
会
奨
学
賞
」
を
受
賞
し

た
。
同
賞
は
、
材
料
工
学
や

そ
の
周
辺
分
野
で
の
学
業
に

精
励
し
た
学
生
を
表
彰
す

る
。

▲ 協定書を交わす坂田学長（右）と布施市長

野田 貴志さん

佐藤 沙希さん

登米市と連携協定
人材、技術で地域振興

日本機械学会畠山賞

日本金属学会・日本鉄鋼協会奨学賞

専門学会賞を受賞

０９年度入学式 坂田学長が式辞

大
事
に
し
た
い
「
わ
か
る
」
こ
と

野田 貴志さん

▲ 厳かに挙行された入学式（壇上は式辞を述べる坂田学長）

理
工

学
部

佐
々
木
慶
文

准
教
授
が

佐藤 沙希さん

ト
ー
キ
ン
研
究
奨
励
賞
受
賞

▲ 宣誓する大学院総代の高橋さん

▲ 力強く決意を述べる

学部総代の及川さん

佐々木慶文准教授

石巻専修大学開放講座 ５月１４日から

新
専
任
教
員
紹
介
（
敬
称
略
）

テーマは「未来予想図」

理
工
学
部
長

経
営
学
部
長

理
工
学
研
究
科
長

経
営
学
研
究
科
長

新新

学学

部部

長長

新新
研研
究究
科科
長長

すず き ひとし

鈴木 均

くりやま ただし

栗山 規矩

まるおか あきら

丸岡 章

はれやま とし お

晴山 俊雄

決決
まま
るる

いし かわ はる き

石川 春樹

かわしま じゅんいち

川島 純一
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